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台
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解
雇
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件
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三
菱
電
機
情
報
技
術
総
合
研

究
所
で
働
い
て
い
た
Ａ
さ
ん
は
、

上
司
の
パ
ワ
ハ
ラ
や
長
時
間
労

働
が
原
因
で
精
神
疾
患
を
発
症

三
菱
電
機
の
Ａ
さ
ん
、

労
災
休
業
か
ら
９
年
ぶ
り

し
、
14
年
７
月
か
ら
休
業
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
16
年
６

月
、
会
社
は
解
雇
を
強
行
し
ま

し
た
が
、
同
年
11
月
、
労
働
基

準
監
督
署
が
Ａ
さ
ん
を
業

務
上
認
定
し
、
ユ
ニ
オ
ン

の
要
求
で
解
雇
は
撤
回
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
ユ
ニ
オ
ン
は
、

労
働
時
間
管
理
を
は
じ
め

と
す
る
職
場
改
善
や
再
発

防
止
策
な
ど
に
つ
い
て
交

渉
を
重
ね
ま
し
た
。
当
初
、

頑
な
で
対
立
的
だ
っ
た
会

社
も
、
他
職
場
で
の
同
様

の
ケ
ー
ス
や
不
祥
事
が

次
々
と
明
ら

か
に
な
っ
た

こ
と
を
背
景

に
、
労
使
が
協
力
し
て
「
働
き

方
改
革
」
を
進
め
る
姿
勢
に
転

横
浜
市
に
指
導
を
要
請

　

22
年
５
月
、
神
奈
川
県
内
の

日
本
生
命
の
営
業
所
に
勤
務
す

る
Ｂ
さ
ん
は
、
上
司
の
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
原
因
で
休
業

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
こ

ん
な
こ
と
で
会
社
を
休
ま
ざ
る

を
え
な
い
の
は
お
か
し
い
と
、

神
奈
川
労
災
職
業
病
セ
ン
タ
ー

に
相
談
。
医
療
機
関
で
適
応
障

害
と
診
断
さ
れ
、
ユ
ニ
よ
こ
に

加
入
し
て
、
会
社
に
団
体
交
渉

を
要
求
し
ま
し
た
。

　

ユ
ニ
オ
ン
は
、
上
司
の
パ
ワ

ハ
ラ
に
つ
い
て
の
調
査
や
Ｂ
さ

ん
の
職
場
復
帰
に
向
け
た
環
境

整
備
等
を
要
求
。
団
体
交
渉
で

は
Ｂ
さ
ん
自
身
が
、
職
場
の
状

況
や
自
分
の
思
い
を
会
社
に
伝

え
ま
し
た
。会
社
は
、上
司
に「
不

適
切
な
言
動
」
が
あ
っ
た
こ
と

を
認
め
、
就
業
規
則
に
則
っ
た

措
置
を
講
じ
る
等
と
回
答
。「
会

社
側
の
対
応
が
そ
れ
な
り
の
安

心
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
に
よ
り
・・
症
状
が
軽
快
し
、

職
場
復
帰
も
可
能
な
状
態
」（
主

換
。
Ａ
さ
ん
は
、
職
場
復
帰
に

向
け
て
主
治
医
、
会
社
と
の
折

衝
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

23
年
４
月
、
つ
い
に
職
場
復

帰
が
実
現
。
当
面
は
実
家
で
の

遠
隔
地
勤
務
（
テ
レ
ワ
ー
ク
）
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　セクハラ上司 Eと会社に対し謝
罪や損賠等を求めている Tさんの
裁判は、和解に向けた具体的な協
議に入っています。次回は 5/26。
T さんは、会社との団体交渉も継
続しながら頑張って闘ってます。東京地裁

大樹生命
セクハラ
裁判

が
中
心
と
な
り
ま
す
が
、
ユ
ニ

オ
ン
執
行
委
員
に
も
立
候
補
し

て
い
ま
す
。
自
分
の
職
場
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
研
究
所
、
会

社
全
体
の
労
働
条
件
向
上
に
向

け
て
、
頑
張
る
決
意
で
す
。

治
医
診
断
書
か
ら
）
と
な
っ
た

Ｂ
さ
ん
は
、
23
年
３
月
末
に
職

場
復
帰
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
24
日
、
宮
の
台
幼
稚
園

の
解
雇
問
題
で
、
２
人
の
先
生

を
１
日
も
早
く
子
供
達
の
元
に

返
せ
る
よ
う
、
横
浜
市
こ
ど
も

青
少
年
局
の
保
育
・
教
育
運
営

課
に
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　

宮
の
台
幼
稚
園
は
、
運
営
の

大
部
分
が
補
助
金
で
ま
か
な
わ

れ
て
い
ま
す
。
労
働
審
判
で
、

す
で
に
解
雇
無
効
の
判
断
が
出

さ
れ
て
い
る
の
に
、
園
が
裁
判

で
争
い
続
け
れ
ば
、
そ
の
費
用

は
、
園
の
お
金
＝
税
金
で
支
払

わ
れ
ま
す
。
独
断
的
な
園
長
の

運
営
に
よ
る
問
題
点
な
ど
も
具

体
的
に
指
摘
し
、
早
期
解
決
に

向
け
た
横
浜
市
の
尽
力
を
求
め

ま
し
た
。

職
場
復
帰
！

職
場
復
帰
！

日
本
生
命
保
険
の
Ｂ
さ
ん

4/8 鶴見の入船公園で

　10 名が参加し、鶴見線の浅野駅から歩いてすぐの入船
公園へ。桜はすっかり葉桜でしたが、雨上がりの園内は新
緑に溢れ、ツツジ、チューリップ、コブシ、ハナカイドウ
など色とりどりの花が咲いていました。木陰に陣取り、お
弁当をひろげ、さっそくカンパイ！　ベトナムの歌謡曲も
飛び出し、のんびりと心地良い 2時間を過ごしました。

花より団子

2023 年 4 月 309 号

よこはまシティユニオン
横浜市鶴見区豊岡町 20-9-505 TEL&FAX045-575-1948

  E-mail      yuniyoko@d2.dion.ne.jp
　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://yuniyoko.sakura.ne.jp
組合費納入   横浜銀行 鶴見西口支店 普 1309777

郵便振替 00230-4-30435 よこはまシティユニオン

ユ
ョオニ ン

シ ツク

3月28日、職場復帰について記者会見に臨んだAさん（右）
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4/20 木ユーコー裁判▼ 13:30 ウエブ
4/22 土定期大会▼ 13:00 港町診療所 2F 会議室
4/26 水被ばくネット春闘集会▼ 18:30 文京区民センター
4/28 金ふくかな裁判▼ 14:00 東京高裁 101 号
5/01 月メーデー集会＆デモ行進▼ 10:00 反町公園
5/11 木脱原発ビラまき▼ 17:00 JR 関内駅スタジアム側
5/12 金執行委員会▼ 18:30 オフィス 303

今後の主なスケジュール

3/17
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３
月
31
日
、
横
浜
市
の
病

院
に
薬
剤
師
と
し
て
勤
め
て

き
た
Ｋ
さ
ん
は
60
歳
の
定
年

を
迎
え
ま
し
た
。Ｋ
さ
ん
は
、

上
司
の
薬
剤
部
長
か
ら
「
説

教
部
屋
」で
長
時
間
の
叱
責
、

深
夜
の
電
話
や
ラ
イ
ン
な
ど

酷
い
パ
ワ
ハ
ラ
を
受
け
て
き

ま
し
た
。ユ
ニ
オ
ン
加
入
後
、

勇
気
を
持
っ
て
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
止
め
る
よ
う
要
求
し
た

こ
と
で
薬
剤
部
長
が
退
職
。

更
に
団
交
を
重
ね
、
病
院
側

の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
調
査
を
元

に
、
最
終
的
に
「
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
該
当
し
う
る
行
為
」

が
確
認
さ
れ
た
と
し
て
「
お

詫
び
」「
遺
憾
」
と
い
う
言

葉
の
入
っ
た
合
意
書
を
病
院

側
と
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　

薬
剤
部
長
が
退
職
後
は
落

ち
着
い
て
働
け
る
よ
う
に
な

り
、
無
事
こ
の
日
を
迎
え
た

Ｋ
さ
ん
。
再
雇
用
は
希
望
せ

ず
、
今
後
は
住
居
に
近
い
所

で
働
き
た
い
と
の
こ
と
。
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
を
乗
り
越
え
、

定
年
ま
で
本
当
に
お
疲
れ
様

で
し
た
。
そ
し
て
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

薬
剤
師
Ｋ
さ
ん
、
無ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
を
乗
り
越
え

事
に
定
年
退
職

　全造船関東地協労組の仲間と参加しました。全体で 4700 名が集い、代々木公園で
集会を開催。その後、シュプレヒコールをあげながら渋谷駅までデモ行進しました。

　3月 17 日に神奈川春闘共同行動（神奈川地域労働運動交流・神
奈川県労働組合共闘会議・神奈川ユニオン協議会の共催）として
朝から各地で、街頭ビラまき、企業への抗議行動、横浜市や労働
局や公務員災害補償基金神奈川県支部等との交渉を行いました。
夜は、かながわ労働プラザで春闘決起集会を開催し、120 名が参加。
「春闘勝利！」「軍備費拡大を許すな！」「最低賃金アップ！」など
を目指し、これからも共闘していくことを確認しました。

NO　W
AR!

⑬ 吉原さんリレーエッセイ

私とユニオン

　私はユニオンへ大変感謝しております。もし、ユニオ
ンへ入っていなかった場合、恐らく、現在の私の立場は
維持できなかった事は自明の理でありました。職場内の
組合員の相談に苦慮していただき、賃金や賞与などにつ
いて会社側と粘り強く交渉を行い、少しでも良い条件で
いくつもの妥結を勝ち取っていただきました。また、現
在進行形の職場内相談にも精力的に取り組まれ、心強く
思っております。皆さま、これからも
よろしくお願い申しあげます。

「さようなら原発」全国集会3/21

　風の強い夕暮れ時、10 名が JR 関内駅頭で、「フ
クシマを忘れないで」等と訴えながらビラを配
布しました。次回は 5/11（木）17 時～ JR 関内
駅頭で行います。脱原発社会の実現まで、あき
らめず訴え続けましょう。ぜひご参加ください！


